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伊豆半島沖で海底地震観測 今回はじめての試み とし て，地殻岩石の初期破
壊の兆候を捕らえるため，ハ イ ドロ フォ ンを用い
昨年の伊豆大島噴火に伴って同島の南方海域に て高周波地震動の観測を実施した。
伸びた地震活動と，今年の5 月か ら始まっ た伊豆
半島東方沖の群発地震活動の詳細を明らかにする
ため，自己浮上式海底地震計による観測を6 月17






第 6次地震予知計画 （昭和64- 68年度）と 第 4
次火山噴火予知計画 （昭和64-6 8年度）に備え
て，現在進行中の，そ れぞれの計画の進捗状況を
把握し ，次の計画の準備のために，7 月20日 に開
催された会議で報告書をとり まと めた。
（図）観測海域 ●印は海底地震計の設置位置
＜本 号 の 主 な ニ ュ ー ス＞
第 7回国際風工学会議に出席 し て く 2面＞ 「地球科学技術」に関する中間報告
山地の崩壊実験 く 2面＞ 水文学ー グローバルな視点で






平塚支所沿岸防災第2 研究室長 内藤 玄一
4年ごとに 開催される国際風工学会議は， 今年
7月 6日 から10日までの間， 西独のアーヘンで開
かれた。
この会議は， 風工学分野における最近の動きを
知るうえで重 要なものである。 とくに ヨー ロッパ
諸国では，北海の海底油 田の掘削など海洋開発に
対する関心が高く， 海風に伴 う石油リ グの安全性





講演は1 1のセッショ ンに分かれ，風の性 質，風
環境から建築，橋梁の構造， 振動さらに 災害に至
る広範囲の問題が討論さ れた。 この中で， 私は平






















の共同研究 （昭和62- 65 年の4ヵ 年計画）を実施
する。 本年度は，山くずれの原因となる谷頭部に
おける地下水の分布と流動の しかたについて， 高
さ6m の模型斜面を作 り，最大45 mm／時間の雨を
降ら して実験を行 っている。
なお，実験の様 子は， 9月から始まるテレ ビ東
京の企画 「最先端研究都市つくば シリー ズ」の中
で放映 （日は未定）される予定である。
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補正予算成立 ー G P S用受信機器等
昭和62年度補正予算 ( 9 億806千円）が 7月24日
に成立した。 内訳は下記の とおりである。
1 . 施設費 筑波施設整備 73 , 040 千円
2 . 設備費 伊豆大島火山活動観測施設 152 ,200
ドップラー レー ダの製作 120, 500 
大型降雨実験施設更新 153 ,867 
3 . 外国製品政府調達
地球測位シ ステム用受信機器 355,830
強震動群列観測シ ステム 45 ,369 
このう ち，地球測位シ ステム用受信機器は， 人
工衛星からの電波信号を 受信して受信機間の距離
を精密に測定するシ ステム (GP S : GI o ba I 
Pos i t ion ing Sy stem) で，現在，関東・東海地域
に展開して いる，ひずみ計，傾斜計による地殻変
動の連続観測を強 化するために， 米国から受信装









クト及び 今後の審議方針の4章から 成り， 第4章
の今後の審議方針につ いては，第 3 章で取り上 げ












海洋間の循 環）とエネルギ ー の移動 （太陽光とし
て入射し， 蒸発な どに役立ち，結局は宇宙に放 出
される） との影響を取り入れな ければならな いこ
とが，水文，気象の研究者の間で認識されてきた。
このため，GEWEX (G lobal Ene rgy and Water 
Ex periment )という水循環・熱循環のプロ ジェク
トが1995年開始に向けて，計画中である。
第11 回 水の週間 ー 第 3回水資源に関す
るシンポジウム開催





する考察 （植原茂次・佐藤照子 ) 雪年にお け
る雪処理用陸水の研 究 （東浦将夫・佐藤篤司）
一 災害あれこれ ( 1 )
最近，災害と いうことに ついていろいろと考 え











が増 えつつある。 こうした近代的設備の 整っ た至
れりつくせりの施設で， 手厚い処遇を受けている


















期的 ( 4 年に 1 回）開催 3.IDHR （国際防災旬年）
の支援等
海外出張
7. 27~8. 11  米国，福固羅旗 （第3研究部主任研
究官） ： 環太平洋地域の浸食と堆積に関する国
際シンポジウム
8. 1 ~10 カ ナ ダ，米国，大谷圭ー （第2研究部
耐震実験室長） ： 強震観測に関する ワー ク シ ョ
ッ プ
8. 18�23 カ ナダ，藤縄幸雄 （流動研究官）： 国
際測地学地球物理学連合第19回総会
8. 21 ~ 28 中国，坂田正治 （第2研究部総合地震
予知研究室長） ：地震予知に関する情報交換
| 7 月の地震活動 I
伊豆半島東方沖の群発地震は，低い活動水準の
ま ま持続している。 7月12日13時 31分に茨城県南
西部でM4 .9の地震があった。これは 6月30 日 (M
5. 2)の地震と ほとんど同一 場所で発生したもので
ある。
I スポット ライ ト I
テ レ ビジ ョンの放映予定
8月 31 日 N H K ( 1 チャ ンネル）午後8時 ～8 
時45分 「東海地震の長 ・ 中期的予知に
ついて」ー地震予知シ ステム室
9 月 1 日 N H K ( 3チ ャンネル）午後8時 ～ 8 
時45分E T V 8 「地球観測の新星 • も
も 1号」一 人工衛星デー タの防災分野
への応用について
9 月 （未定） テ レビ東京 (12チ ャンネル）午前
7時15分 シンク タ ンク 「最先端研究都
市つくばシリー ズ」ー 大型降雨実験
I 刊行物案内 I
研究速報 74号 （昭和62年 7月） 関東 ・ 東海
地域における 「地震前兆指標」の地域性と時間変
化
研究資料 119号 （昭和62年8月） 松代群発地
震資料 ( 5 ) 長野県における被害地震史料集
第1 21号（昭和 62年8月） 松代群発地震資料 ( 6)
松代地震セン ター 20年のあゆみ
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